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登
録
証
の
伝
達
式

国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建

館
山
・
小
高
記
念
館

国
の
有
形
文
化
財

造
物
）
に
な
っ
た
館
山
市
の
小

だ
が高
記
念
館
の
登
録
証
の
伝
達
式

登録証を手渡される小高さん
電。右は愛沢さん＝館山市でI

が
、
同
市
役
所
で
あ
っ
た
。
今
一

年
二
月
に
登
録
さ
れ
、
市
内
で

は
計
八
件
と
な
っ
た
。

同
記
念
館
は
洋
風
の
外
観
で

木
造
二
階
建
て
。
市
に
よ
る
と

大
正
期
、
鴨
川
に
建
て
ら
れ
た

銀
行
の
支
店
で
、
一
九
三
○

（
昭
和
五
）
年
ご
ろ
、
館
山
港

に
近
い
現
在
の
場
所
に
移
築
さ

れ
た
。
戦
前
に
県
議
会
議
員
、

戦
後
は
衆
議
院
議
員
を
務
め
た

ｔ
§

故
小
高
烹
郎
氏
が
事
務
所
な
ど

と
し
て
使
用
し
た
。
小
高
氏
の

死
去
後
、
一
時
閉
鎖
。
地
域
の

文
化
振
興
に
尽
力
し
た
小
高
氏

の
遺
志
を
継
ぐ
た
め
、
現
在
は

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
房
文
化

遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
活
動
拠
点

に
し
て
い
る
。

式
で
は
、
建
物
所
有
者
で
小

高
氏
の
長
男
英
夫
さ
ん
毛
色

と
、
事
務
所
と
し
て
使
う
同
フ

ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
愛
沢
伸
雄
さ

ん
宍
巴
に
、
金
丸
謙
一
市
長
が

国
か
ら
の
登
録
証
と
プ
レ
ー
ト

を
手
渡
し
た
。

英
夫
さ
ん
は
「
多
く
の
方
の

協
力
で
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
文
化
振
興
の
拠
点
と
し

て
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

話
し
た
。
（
北
浜
修
）


